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子どものための
西アフリカ民族音楽に関する学習プログラム開発
藤原 蕗子 (岡山大学大学院教育学研究科) 奥 忍 (岡山大学)
本稿では,異文化学習の視点から西アフリカの民族楽器 ｢Djembe｣を用いた学習プログラム開発を行
い,その実践を試みる｡まず,西アフリカの民族音楽を取り上げることの教育的意義について述べる0
次に,アフリカ出身者が多く居住するアメリカにおける音楽教科書 "TheMusieConnection'から,西
アフリカの民族音楽を用いた学習教材の事例を取り出し,分析 し,実践的に検討する｡また,日本で行
われているワークショップの分析を行い,現状の問題点を把握する｡最後に,これらをふまえて,子ど
も向けワークショップを開発 し,その方法を提案する｡
キーワー ド: ジェンべ 学習プログラム開発 "kuku" AfricanFeeling 異文化理解
Ⅰ.研究目的
西アフリカには,グリオ1が音楽を用いて民族の
歴史を語る文化がある｡また,西アフリカはアフリ
カの中でも特に太鼓やダンスが盛んであると言われ
ている｡音楽の主な特徴は,旋律楽器としてメロデ
ィーを奏でる太鼓 ｢Djembe2｣(以下ジェンべ)と,
その演奏に直結するダンスが存在することである｡
西アフリカの音楽は,この地域出身の人口を多く
抱える欧米では大変ポピュラーな音楽のジャンルと
なっている｡日本においても近年その人気は高く,
多くのアフリカ出身のミュージシャンが来日し,全
国でジェンべやダンスなどの様々なワークショップ
が催されている｡社会のグローバル化とともに多文
化･異文化が注目を集めているのだろう｡ジェンべ流
行の要因は,エンターテイメント性だけではない｡
ジェンべには,ヒーリングドラムとして癒しの効果
があることも実証されている3｡病院などの施設に
も徐々に浸透してきており,実際に治療の一環とし
て用いられている例もあるO
音楽教育の分野においても,多文化･異文化学習の
波が押し寄せている｡西アフリカ民族音楽について
も例外ではないQとはいうものの,これまでの民族
音楽学の研究成果が,教育現場に充分にもたらされ
ているかといえば,疑問が残る｡西アフリカ音楽の
持つ特性を活かしきれていないように感じられる実
践例も少なくない｡
ところで,日本で多く見られる西アフリカの民族
音楽の学習機会は,ワークショップの形態をとる場
合が多い｡しかも,ほとんどのワークショップは成
人を対象としている｡ また,技術の習得を中心とし
ているものが多く,西アフリカで暮らす人々の文化･
生活を知る内容になっていないものもある｡さらに,
成人対象のワークショップに子どもが参加している
こともある｡このような場合,子どもにとっては技
術的に高度な場合が多く,学習の困難が見られる｡
他方で,子ども向けのワークショップはリズム遊
びの中でジェンべを用いるものが多い｡そのためジ
ェンべをリズム楽器 として扱っており,楽器の可能
性が限定されているように感じられる｡これでは本
当の意味での異文化学習となりえないのではないだ
ろうか｡
以上のようにして日本でのワークショップを見て
いると,西アフリカの音楽学習を有意義なものにす
るためには,音楽を異文化理解の視点で学ぶことの
できる学習プログラムを開発する必要性が浮かび上
がる｡そこで,本研究では,このような視点から子
どもを対象とした ｢西アフリカ民族音楽 (伝統音楽
4を含む)｣の学習プログラムを開発することを目的
としたい｡
この研究を進める過程において,私は学習者とし
てワークショップに参加し,ある程度上達してから
はプレイヤーとしても活動した｡自分自身の体験に
基づいて理解を深めることが,学習プログラムを作
る上で必要だと考えたからである｡
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なお,本稿ではリズムについて譜例 1のように記
譜している｡この記譜法は,MamadyKeita用いる
記譜法を適用したものであり,音型を概観すること
と,音とリズムの速記に有効である｡
譜例 1:l◎･00l･〇･OI〇･×XlxH･l●×.×lOO
X･卜-
l- ･lで 1拍分になり,｢･｣は 16分休符 (ときに
8分休符)を意味する｡｢×｣は高音,｢O｣は中音,
｢●｣は低音,｢◎｣は中音の装飾音を示す｡
Ⅱ.酉アフリカの民族音楽を取り上げることの教育
的意義
西アフリカ民族音楽を音楽学習として取り扱 うこ
との教育的意義は以下の3点である｡
1.アフリカの民族音楽は音楽学習における,器楽
演奏･創 作活動･歌唱･身体表現 (ダンス)などの
領域を含んでおり,様々な切 り口から学ぶこと
ができる｡
2.西アフリカの民族音楽の特性を活かした学習展
開によって,リズム感･表現力･創作能力などの
育成が可能である｡
3.近年,この地域の音楽が異文化学習の教材とし
て取り扱いやすい環境になりつつある｡
表 1 世界の音楽学晋で可能な学習活動一覧
以下にこれら3点について述べる｡
1.｢様々な切り口から学ぶことができる｣について
島崎篤子･加藤冨美子は,『授業のための日本の音
楽世界の音楽5』 の中で表 1を示し,アフリカの民
族音楽は5つの切り口から学ぶことが可能だと述べ
ている｡
表 1を参照して,アフリカの音楽について考える
と,以下の3つの特徴が浮かび上がる｡
① ｢集団で一斉に音楽する｣というアフリカ民族
音楽の持つ独自性が,この5つの活動全てに当
てはまる｡
② 特別な場合を除いて,徒弟制の訓練を要せず,
年齢･専門に関係なく誰でも学習することがで
きる｡
③ いくつかの活動を融合させて学習計画を作るこ
ともできる｡例えば,｢声を出そう｣と ｢演奏し
よう上 ｢演奏しよう｣と ｢つくろう5上 ｢演奏
しようと｣と ｢動こう｣などが挙げられる｡こ
れは第 1章 1節の中でも述べた通り,音楽がダ
ンスと直結していることや,演奏には歌を伴 う
こと,また,ソロ奏者による創作など,この地
域の音楽の特徴による｡
従って,アフリカ音楽の教材は体験型の授業やワ
ークショップ等の形態で開発するのが適切であると
いえよう｡
(Oは学習可能な活動･●は発展的な活動)
世罪の立lヨ楽 音 楽 声を出そう 聴こう.見よう 演奏しよう 動こう つくろう
1 竹の国 フーィリピンの音楽 ● ○ ○ ○●
2 お隣の国に ｢こんにちは!｣ ○ ○● ○ ○●
3 悠久の国.インドの音楽 ○ ○● ○ ○
4 広大で多彩なアフリカ音楽 ○ ○● ○ ○ ●
5情熱の国,スペインの音楽 ○● ○ ○ ○●
2.｢リズム感･表現力･創作能力などの育成の可能
性｣について
アフリカの音楽がリズム感,表現力,創作能力な
どの育成に有効であるとする論拠は,ジェンべ学習
者としての私自身の経験にある｡私は2004年 11月
～現在まで,以下の2つの理由によって伝統的なス
タイルに則ったジェンべとダンスのワークショップ
に度々参加 している｡参加の目的は次の2点である｡
①自分自身が体験に基づいて理解を深めること
が,学習プログラムを作る上で必要不可欠であ
ると考えるため｡
②この経験を通してどのように能力が身につく
のか,その過程を知りたかったため｡
これらの経験を通して,ジェンべの上達は以下 i
-ixの順序のプロセスを経ることが判明した｡
i アコンパ7の演奏によって身体で柏を感 じるこ
とができる｡
i 他のアコンパやソロのメロディーにつられずに
一定のテンポでアコンパの演奏ができる｡
in 他のジェンべや ドゥンドゥン8,ケンケニ9,サ
ンバン10などとのグルーヴ11を感じることがで
きる｡
iv ジェンべの豊かな音色･音程を聞き分けること
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ができる｡
V 技術の向上に伴って,上記ivの音を出すことが
できる｡
vi 上記Vの音を用いてメロディーを創作すること
ができる｡
va ソロの演奏とのバランスを考えながらアコンパ
の演奏ができる｡
1滋 ソロパー ト創作の際,無意識的に5拍フレーズ
や3拍フレーズを用いることができる｡
ix ソロパー ト創作の際,軸になる音型の終止を意
識しながらメロディーの繰り返しなどを行 うこ
とができる｡
練習の最初の段階ではまず,相やグルーヴが感じ
られる｡その後,技術の向上と共に,ジェンべをメ
ロディー楽器として意識して演奏をすることが可能
になる｡ソロの創作を始めると,｢華やかな音色で演
奏すること｣｢他の楽器とグルーヴするようなメロデ
ィーを創造すること｣｢柏と柏の間を縫 うように,普
をはめ込むこと｣を意識しながら演奏するようにな
る｡また,他の人がソロを演奏している際には,ア
コンパの音量,音色,テンポキープなどに注意しな
がら演奏することができる｡このように,民族音楽
の特性を活かした方法で学習を進めることによって,
以上の過程を経てリズム感,表現力,創作能力が育
成されることが判明した｡
3.｢異文化学習の教材としての環境｣について
その論拠として,現代の日本社会における以下
の7つの動向が挙げられる｡
① 西アフリカ民族音楽は,欧米に続き日本でも,
若者を中心に非常に人気がある｡
② 上述の事例を通して,若者だけでなく子どもに
とっても反応の良い音楽であることが判明して
いる｡
③ 多くのアフリカのミュージシャンが来日し,ラ
イブを行っている｡
④ ③のプレイヤーによる,ジェンべやダンスなど
のワークショップが全国で催されている｡
⑤ ワークショップ等で,自発的にこの地域の人々
から直接学ぶ機会を持っことで,異文化理解で
きる環境がある｡
⑥ ③に影響を受け,日本人のプレイヤーに増加の
傾向が見られる｡
⑦ 日本のミュージシャンが演奏の中で,好んで西
アフリカの楽器を用いている｡その結果,メデ
イアによってもジェンべの音を聴く機会が増え
ている｡
これらの動向を受けて,現在の日本では西アフリ
カの民族音楽を聴く機会が増え,また,興味を持っ
た人が学習しやすくなっている｡しかし,前述した
通り,子どもを対象とした実践は数少なく,その方
法には課題が多い｡
しかし,上記から西アフリカの民族音楽について
は教材化の環境が整っており,また,高い学習効果
が期待されることが判明した｡このことから ｢アフ
リカ民族音楽の特徴を正確に伝えながら,子どもの
学習効果に応えることのできる教材開発する必要
性｣が浮かび上がった｡次節では,これまでに行わ
れた事例等を取り上げ,分析･検討する｡
Ⅲ.これまでに行われた酉アフリカ民族音楽の事例
の検討
1.アメリカの教科書にみるアフリカ民族音楽の学
習
アメリカの教科書 "TheMusicConnection12" に
よると,こどもたちがアフリカの民族音楽を楽岸で
演奏しはじめるのは,4年生である｡また,器楽を
最も多く取り上げているのは,5年生である｡そこ
で,5年生から一つの教材を選び,その教材を用い
た異文化学習の内容･方法について検討したい｡以下
2つの視点から,教材の選定を行ったO
① 創作活動を含む内容になっているもの｡
② 西アフリカの音楽で,ジェンべを用いることが
できる教材であること｡理由は,実施上の現実
的なもので,楽器の用意が可能なためである｡
以上の2視点から全教材を検討した結果,ここで
は5年生の教科書 pp.182-183に掲載されている西
アフリカの音楽 『YeJaliyaDa』を用いた教材を取
り上げる｡なお,授業を実践後に ｢教材における課
題･疑問｣で述べた疑問点と,日本で取り扱 う際に工
夫すべき点について分析･検討したい｡この教材につ
いて教師用教科書は以下のように掲載されている
(資料 1を参照)｡
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ケメリカの転句
焦点 :西アフリカの歌
目的 :歌を演じる
ノーYeJaliyaDa'
-JulaFas0
-0Lebisibiyo
-highdrum
-mehumdrum
･lowdrum
-kalimbaorxylophone
Introduction
repcat
kola
中人
1.生徒に尋ねる
･アフリカの地図に位置するザンビアとセネガ
ルを見つけること｡
･｢YaJaliyaDajを聞き,シンガーの声 (也
声などの声の質)に気付いたかということ｡
･リズムの中の言葉の発音の練習をさせること｡
･CDと一緒に歌うこと0
2.リピート記号を指し.生徒が歌いたいだけ
何回も同様に繰り返していいという｡
発展
3.生徒に彼らの教科書に紀されているパーカッションパー トの演奏と,全てのパターンの低
音ドラムパー トと一緒に手拍子や足拍子を始めることを練習させる｡それぞれのパーカッシ
ョンパー トの手拍子や足拍子と同時に取を歌う｡
まとめ
4.生徒を呼んで順番にドラムでパーカッションパー トを演奏させながら,歌の済奏にドラム
パー トを加える｡
評価
5.生徒を3グループに分け,各グループに ｢YaJaliyaDa｣の済奏の準備をさせる｡生徒に
尋ねる
･必要だと思うだけ繰り返すことD
･少なくとも楽音削こ載っていない1つのトラムパー トを含ませること｡
･オリジナル トラムパートを創作すること｡
･説明を付け加える｡
･少なくとも違うパーカッションの楽器を含めることq
･異なる声や集団の声によって歌われるそれぞれのフレー ズのように,いくつかの方法での声
を使い方を変えてみるq (みんなが歌ったり一人が耽ったり)
･可能ならカリンパやシロフォンのパー トを創造し,加える｡
･演奏の全体の芸術的印象を済奏していない生徒が評価し共有する｡
文化の繋がり
Tr把Koraコラ
コラは21本のハープリュー ト (ギター似)の弦
を両手でかき鳴らすもの｡弦は2本の並行な列
にアレンジされていて.広いこま (捕)に分け
られている｡ りalolu｣と呼ばれている代々の
男性プロミュージシャンによってコラは独特の
演奏がされる｡
TheustenlngSelectlOn
19世紀束に作曲された,JulaFasoナツメヤシ
(『TheTrader.sTune』商人の調べ)は.コ
ラのレパー トリー の中で最も代表的で難しい一
曲と考えられている｡実際,裕福な商人の糞沢
な結婚や王家の相続の女性に感銘させる音楽
で.演奏者によってしなやかな装飾的なフレー
ズと,ベースとなる旋律の美しい主旋律からな
る｡
生徒用教科書
音楽はアフリカ人の生活で,常に重要な役割
を果たしてきたoそれは,町や農場,しげみ
(bush)や砂浜でも聞くことができる｡こ
の歌は酉アフリカで音楽の (音楽を作る)喜
びについて物語っている｡
西アフリカでは弦をかき鳴らす楽器がコラと
呼ばれている｡特に,セネガルのマンディン
ゴ族やウォルフ族,ザンビアやギニア共和国
のマリンケ族の中で有名である｡
この一曲がコラでどのように演奏されている
か聞いてみよう｡
AddaPercuss10nPart
これらのリズムパターンを練習しようO
そして, ｢YeJaliyaDa｣の伴奏として演奏
しよう｡
スキル
身体の動き
｢アフリカのフォークダンスのO
LeblSlblyO｣の方向は,教師用の教科書
p.355に兄い出すことができるO
生井
生徒に教科書のコラの写真を見せる｡その時
に ｢JulaFaso｣を開かせる｡
間
･コラの演奏は耗しいと思いますか?なぜ?
･コラの音質をどのように記述したか? (良
い,唐美だ,-ープのようだ)
･もう1つの音 (故の声)を聞いたか? (コ
ラ演奏者はとても静かに取っている)
??
?? ? ? ? ? ? ? ?
?
?? ? ? ? ? ?
? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ?
??? ? ??
? ? ? ? ? ? ? ?
???
? ? ? ? ? ? ? ?
?? ???? ?? ? ?
? ? ? ? ? ?
? ?
? ??
?? ? ?
??
?
?? ?
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2.西アフリカ民族音楽の教材例の試行と検討
この教材について,教師用教科書の指導法に沿っ
て授業を行い,その有効性と問題点を検証する｡な
お,創作の手順や作品について比較検討するために,
5- 6名のグループを3つ編成した｡
1)グループによる学習形態の違い
3グループは,それぞれ演奏に様々な工夫を凝ら
していた｡AグループとBグループは,ドゥンドゥ
ンを両面から叩いたり,手でPPいたりして様々な音
色の違いを表現していた｡
Bグループの太鼓奏者はリズムにのって身体を大
きく動かしていた｡グループメンバーの一人は,ダ
ンスを交えて演奏しているようだった｡このことか
ら,一定のリズムの反復が多いジェンベや ドゥンド
ゥンの音型は,演奏者がリズムを感じやすく,短時
間で身体的にも豊かな表現をすることが可能だと分
かった｡
Cグループは円になって演奏していた｡円形はこ
の地域の伝統的なスタイルである｡このことからC
グループは直観的に伝統的な方法を用いたと考えら
れる｡また,円形になって演奏することで,お互い
の顔を見ながらタイミングを合わせることができて
いたようである｡このように,伝統的な方法を用い
ることで,学習効果も得られることが分かる｡
3つのグループの共通点に,曲の最後で盛り上が
り,テンポアップしていたことが挙げられる｡これ
は,実際にアフリカの民族音楽で用いられている方
法であるQ演奏でもまた,アフリカの演奏スタイル
を直感的に把握していたといえよう｡
2)アメリカの教科書教材の試行から得た示唆
学習事例の試行によって,この教材には,3つの
留意点が浮かび上がった｡
① アフリカの文化･生活･音楽に関する説明が少な
いことが挙げられる｡
アメリカと日本では大きな学習環境の違いが
ある｡アメリカはアフリカ出身の人口を多く抱え
ている｡そのため,アメリカにおけるアフリカは,
日本に比べるとずっと身近な国である｡また,普
楽教育の中で様々な教材を用いて,アフリカとア
メリカの歴史･生活･文化について繰 り返し学習
する｡アメリカでは1年生からアフリカの音楽を
教材として取り上げているため,このセクション
で特別に文化･生活などについて学習する必要は
ないと考えられる｡
しかし,日本の子どもには,アフリカの文化･
生活･音楽はあまり馴染みがない｡例えば,西ア
フリカには音楽を用いて歴史を語る人々がいる
こと,人々の生活に太鼓やダンスが密接に関って
いること,また,太鼓が ｢聖なる太鼓｣として非
常に大切に扱われていることなどは,一般には知
られていないだろう｡このような,文化･生活･音
楽については実践の中で紹介する必要がある｡方
法としては,映像･写真･絵本などを用いると,梶
覚的･感覚的に西アフリカの様子を知ることがで
きると考えられる｡
② ｢創作｣の方法についてであるO教科書には,
創作学習の中で ｢少なくとも楽譜に載っていない
1つのドラムパー トを含ませること｣という指示
があった｡つまり,アコンパを創作して,生徒の
自由に演奏させるとい うことである｡しかし,こ
のような方法ではなく,基本のアコンパはそのま
ま演奏し,ソロとしてのパー トを創作すべきでは
ないだろうか｡
その理由は,アフリカの伝統的な音楽であれば,
曲の構成･リズムパターンは決まっている｡ソロ
には2つの方法がある｡ 1つ目は定型のソロ,2
つ目はオリジナルのソロである｡いくつかの基本
のアコンパの中でオリジナルのソロを演奏する
ことは,西アフリカの伝統音楽の中でもよく行わ
れている｡この方法で創作を取り入れれば,西ア
フリカ音楽とより近いものになり,創作の学習と
ともに異文化理解にも繋がると考えるO
③ 創作によってできあがった作品についてである｡
この教材は,創作することに重点が置かれている
ため,グループワークでも生徒の裁量が大きい｡
そのため,できあがった曲は,本来アフリカの伝
統音楽の持つ雰囲気とは大きく異なり,西アフリ
カの民族音楽を教材 として用いる意味合いが薄
いように感じられた｡この教材の場合は,学習を
深めた上で創作活動を行 うべきだと考える｡例え
ば,全員でアコンパを叩いて,その中で一人ずつ
ソロを回していく方法がある｡この方法なら,伝
統的なスタイルのままでの創作が可能となる｡
私は､教材として異文化の伝統音楽を取り上げ
るのであれば,｢創作｣の学習であっても,その
本質は活かすべきだと考える｡
3.日本の子どもたちの音楽学習-の適用
3グループの創作活動を検討した結果,この音楽
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を学習 した場合,異文化理解 とともにリズム感･表現
力･創作能力の育成が期待できると考える｡その理由
は以下4点であり,それらはいずれもこの教材の音
楽的な特徴によるものである｡
① 1つの音型を反復する演奏方法
② リズムアンサンブルによるグルーヴを感 じやす
いこと
③ ジェンべの豊かな音程･音色は,工夫次第で様々
な音を出すことが可能であること
④ ソロパー トにおける創作活動が可能であること
④を実践する場合,前述した通 り,アメリカの教
科書の方法では課題が残る｡そのため,学習を深め
た上でソロとしてオリジナル リズムを各自が創作す
る方法が望ましい｡そ うすることで,最終的には,
即興的に創 作演奏する能力が育成 されると考えられ
る｡また,多様な音程･音色を用いた演奏は,ジェン
べを ｢旋律楽器｣として捉えることができ,リズム
アンサンブルの範噂を超えて,豊かな表現力の育成
にも繋がると考えられる｡
以上アメリカの教科書〝TheMusicConneetion〝
における西アフリカ音楽教材を検討 してきた｡その
結果,上記に挙げた①～④の要素を併せ持つ西アフ
リカ音楽は, 日本においても子 どもの学習教材 とし
て適 していると考える｡
Ⅳ.子ども向け ｢酉アフリカの伝統音楽ワークショ
ップ｣の実践
前節での模擬ワークショップを経て,改善を重ね,
以下のワークショップ実施計画案を立てた｡
※なお,実施にあたって事前にライブコンサートと及び以
下と同種のワークショップを1回行っているQ
1.第2回 ｢フェスティバル粕｣:ワークショップ指
導計画案
?
?
? ? ?
? ? ?
?
? 時 :2005年 11月 3日(木) 14:50-15:30
倉敷市瀬戸大橋梯記念館 屋外の多目
的広場 (※雨天の場合は Bl会議室)
3)準備物 :ジェンべ ドゥンドゥン ケンケニ サ
ンバン グングル,としきの絵本 『アフ
リカの音13』2冊? ?
? ? ? ?
? ? ? ?
?
?
?
内 容 :｢kuku14｣のジェンべ演奏･歌
対象者 :10代前半の子ども (10人程度)
???
西アフリカの伝統音楽の学習を通 して異文化
理解とともに 10代前半の子どものリズム感 と表
現力を育成することを目的とする｡以下の3点を
具体的なねらいとする｡
①ジェンべの演奏を通 して,西アフリカの音楽文
化に興味を持つ｡
②ジェンべ とドゥン ドゥン,ケンケニ,サンバン
のAかicanFeeling15によるリズムアンサンブル
16と,合唱の交互唱や平行唱法の面白さを知る｡
③ジェンべの多様な音を表現
7)指導計画は40分で表2のように作成した｡
時間 受講者の活動 指導内容 詳細
5 1.｢kuku｣の鑑賞題材を知る ｢ktlku｣の演奏 輪になるo
題材を鑑賞する ･曲名を紹介
2.楽器について知る ･ジエンベ.ドゥンドゥン.ケンケニ.サンバンの奏者
･ 楽器について知る はそれぞれの太鼓と一緒に挨拶
10 3.絵本 『アフリカの音』の読み聞かせ ｢今演奏した曲はククという曲ですo｣ 絵本の前に集まるC
･ 西アフリカの生活の様子 ｢そしてこの太鼓はジエンベです○西アフリカはこの 人数が多い場合は本を二
･を感じ取る 太鼓とダンス無しでは人々の生活は語れないと言わ 冊用いるo絵本は2冊用意するQ
ジエンべの構造について れていますQ｣
知る ｢なぜ,そのように言われているのでしょうか.-こ
口唱歌の ｢グン.ゴド.パ｣ れから紹介する絵本にその謎をとくヒントが隠され
がジエンベでどのように ていますo｣
演奏されるかを聞く ･｢グン.ゴド.,<｣のページで太鼓を叩く (草は抑 絵本の中の詩的な表現で
｢kuku｣がどのような曲かを知る え目に)･クイズ形式で以下3つの学習の衷イントを抑えるQ① ｢ジュンべやその他の太鼓は何でできていたかな?｣予想回答 ｢ヤギ,午,木｣② エンべはどんな時演奏されていたかな?｣お祭り,お祝い,農耕｣③ 演奏にはどんな想いが込められているかな?｣大地のめぐみに感謝する｣ 足りない部分を補うCただし,しゃべりすぎないよう注意するo
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補足の説明･｢kuku｣にはどんな意味があるか?本来は､漁から戻った海女のために演奏されるo現在は､満月のお祝いやお祭りなどQ何族の演奏か?マリンケ族
25 4.ジュンベの学習3つの音 叩き方を知る5 2 アコンパの学習 _6 つの を合わせて演奏する ･手の形,太鼓の向きを確認する できるだけ近くに寄るQ
毛並み.背骨の線を確認 し､ヤギから作られたこと 受講者に気にいったジエ
を再認識するoまた､太鼓の底の穴から音が抜けることを確認 し､斜めに持って足ではさむよう促す〇･低音 ｢ドン｣中音 ｢トン｣高音 ｢カン｣と表現する(ただし､音にこだわり過ぎないようにする)く指導の留意点)●(don):手のひら全体で叩く ンベを取りに行かせるQ受講者が色々叩いている
親指は浮かせる 途中で ｢せ-の｣を入れ
｢せ-の､ ドン｣｢1.2ドン｣等の掛け声とともに叩く(直ぐにできるようであればl●.●l●.●lに変更)× (kan):手の曲がるところがエッジに当たるように叩く手はぶ らぶ らの状態で鞭のようにしならせる手は三角 作る｢2つの音でリズムをつく ｣1●.●JX x.ldo donkankan(※繰 り返し叩く)○ t 指を軽く閉じて叩く親指 上げるバスケットボールのようにたたく,ト′｣｢1.2,ト ｢ラス ト,トン｣と掛け声 かけ3 つ うQ真似できるかな?｣l●- 10.0 -lx.X.ldon tonto do kankanも と早く叩 るかな?.〇〇一××to donkaka今のリズムから● (do)と× (kan) を1つ外 してみよう ｣絵本 中 聞いた 『グン ゴド 'ヾ』 なるよQ｣アコンパl●.○○卜.×.Igungod pソヾ 2『トトツカ トトカ』を真似して言ってみようoOO ×lOO× .lttkatotkaシグナル るシグナル を用いて終わ
･ シグナルに合わせて演奏 t@.00I.0.OIO.0.70...) るQ
を始めた り終えた りでき torototontontotontonton 終わる際は手を上げて､
る ｢この合図の後演奏を始めるよO｣ 受講者に知らせるo
終わり方 (※) テンポアップはクラック
l○○XXtXxxXlXXXxtxXXXl の連打とジェスチャーで
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7.交互唱で歌をうたう
8.演奏
lOOxxlxxxxlxxxxlxxxxl
dokopakapakapakapakapakapakapakn
JOOxxJOOxxlOOxxIOOx･l
dokopakadokopakadokopakadokopa
｢この合図が始まると終わりが近づくよQJ
l◎･00l･0101〇･〇･lO-･lx
torototontontotontonton ka
｢終わりの合図は始めの合図と似ているよC｣
他のメンバーと歌ってみせる｡
Kukuwenikarobora 『e』
Kukuwenikaroboraaminbarafon terinye
｢最初は 『e』だけ歌ってねo｣
｢次は交代してみよう｡｣
｢交互に歌ってみようQ｣
｢叩きながら歌えるかな?もし叩けなかった ら柏の
最初の● (don)だけでもいいよ｡｣
･ 以下の曲の流れで演奏する (演奏の手順は説明せ
ずに合図を出して伝える)
うた-シグナル-アコンパ-エシェフ (※)-シグナ
/レ
(できる場合はアコンパの途中で歌を入れる)
受講者の様子を見る｡
叩けていない受講者を支
援する｡
手拍子で柏を取る｡
柏は 4拍子で2相ずつと
るようにする｡
歌詞カー ドを用意する｡
『e』で入るときはジェス
チャーで知らせる｡
受講者がテンポアップで
きるようになればソロを
叩いて緩急をつけるO
パターン1
ドゥン ドゥンパターンと
同じ音型
パターン2
takatatakatata皿
2.実践の記録
記録は表3に示す｡
表3 実践の記録
日時 2005年 11月3日 14:50-15:30
実施者 藤原 蕗子 協力者として,竹内 唯,西山 佳秀,石原 亮,石井朋也
受講者 小学生4名 高校生4名 保護者2名 幼児5名程度 計 15名程度(ワークショップの途中で移動があったため)
時間 活動内容 受講者の反応 指導者の支援
5 1.｢kuku｣の鑑賞 ･ 集中して聞いていたo
途中参加する受講者が出ないよう 二度とも参加 している受講者 (幼児
協力者に呼びかけるQ も)がいたロ
10 - 3.絵本 『アフリカの音』の読み聞かせ ･｢なるほど｣などと相槌を打ちながら,
西アフリカの生活の様子を感 真剣に聞いていたo
じ取る ･質問に対して,周 りと相談 しながらも
ジエンべの構造について知る口唱歌の ｢グン .ゴド- ｣ヾがベで どのように演奏 されるかを聞く｢kuku｣について知る 理解しているようだったQ
25 4.ジエンベの学習太鼓を取 りに行く際に,体格に合 う 幼児には,受講者の後ろで演奏に参 最初は受講者の手が左右バ
太鼓を選ぶように促す○ 加してもらったo ラバラだったo｢右.右左.右
.3つの音の叩き方を知る5.2 アコンパの学習6 つの を合わせて演奏 ｢トン｣と ｢カン｣の区別が難 しい の手順だよ｣と支援すると,
ようだった01度 目のワークショップでの反応と 視線が指導者の手元に集中し,確認 しながら叩くことがで きている受講者 もい
は逆に,アコンパ2 方が叩きやす たo
する いようだったG
シグナルに合わせて演奏を始 最初は終わりの合図が始まると,演
めたり終えたりできる 奏をやめてしま う受講者が多かつたQしかし,最後には,ほとんどの受講者が曲の仕組みについて理解し,エシェフマンやシグナルにつられずに演奏できていたQ徐々 音量が上がり,リズム 乗
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7.交互唱でうたう
8.演奏
演奏の途中で合図を出してアコン
パを交代する活動をやめる｡演奏の
中で ｢好きな方を叩いたらいいよ｣
と促す｡
てきている様子がうかがえた｡
2度目の参加者は,1度 目に比べて
明らかに上達していた｡特にアコン
パ 2に関してはテンポアップにも
積極的に参加できていた｡
大きな声で歌っていた｡
アコンパ 1を演奏 している受講者
のリズムが,最後まで微妙に違って
いたO
ソロが入ると演奏が止まって しま
いそうになった.
活動に積極的に取り組む,習得の早
い受講者がいたQ周 りの受講者もこ
の受講者に引っ張 られていたよう
である｡
難 しい活動にも最後まで集 中して
取 り組み,終わった後に ｢楽しかっ
た｣などと感想を言ってくれる受講
者がいた｡
幼児も最後まで粘 り強く参加 し,非常に
楽しそうにしていたC
歌の習得が早かったので,
交互唱をすべて歌ったQま
た,活動 8では,演奏の途
中に歌をいれた｡
テンポアップした際についてこ
られない受講者が目立った｡そこ
で,｢『グン ･ゴ ド･パ』(アコン
パ 1)の方が,テンポが早くなっ
たときに演奏 しやすいよ｣と支援
するが,アコンパ2で頑張りたい
と,粘 り強く演奏する受講者もい
たQ
3.考察
このワークショップには,事前のワークショップ
に参加していた幼児と′卜 中学生も含まれていた｡彼
らは非常に粘り強く取り組んでおり,事前と比べて
明らかに上達していた｡受講者の1人は,活動を継
続することで,周りの演奏につられずにアコンパを
演奏することができるようになっていた｡さらに,
別の受講者から,ワークショップ終了後に ｢また演
奏したいが,どこできるか｣という質問を受けた｡
この受講者は,ライブと最初のワークショップで音
を聞きつけて飛び込み参加をした｡活動に参加する
ことで,今まで馴染みがなかった音楽や,楽器その
ものに興味が湧いたのだと考えられる｡
また,中音と高音を叩き分ける活動と,アコンパ
1の学習の際に,自分のジェンべの打面に耳をそば
だてている様子が見受けられた｡絵本の中にある｢太
鼓ことば｣のニュアンスが受講者に伝わったことで,
音程や音色の違いを確かめるような行動を取ったの
ではなかろうか｡初めての活動で ｢音分け｣をする
ことは難しいCしかし,ジェンべを打楽器ではなく
旋律楽器として認識するためには,音程の違いを意
識して学習する必要性がある｡この点において,異
文化理解を目的として学習することは音楽教育的に
も有効だったと考える｡
この実践で気付いた点は,以下4点である｡
① 2つのアコンパはそれぞれ異なった性質を持つ｡
アコンパ 1はテンポアップしやすく,また,歌と
も合わせやすい｡アコンパ2はゆっくりなら易し
いが,テンポアップや,歌いながら叩くことは,
一度だけの学習では困難である｡2度目の実践で
の受講者はアコンパ 1の方が叩きやすかったよう
だ｡しかし,活動8で ｢好きな方のリズムをたた
いてね｡｣と促したため,受講者のほとんどがアコ
ンパ2を叩き,テンポアップした際に苦労してい
た｡
② 常に受講者の手の動きを確認して,学習進度を
把握するべきである｡特に,テンポアップや指導
者がソロを演奏するときは,受講者の進度に注意
し,アコンパが正確に叩けていることを確認して
から始めなくてはならないO
③ アコンパ 1を,本来のリズムとは少し異なった
リズムで演奏している受講者が数名いた｡全く違
うわけではないので,受講者自身気付いていない
のだろう｡
楽措1 本来のアコンパ1
1●･00卜･×･l
楽譜2 受講者の演奏していたリズム1●-010･×･t
今回の活動の中では適切な支援ができなかった｡
このような受講者にどのように支援していくかは
今後の課題である｡
④ 演奏の中で,指導者がソロ演奏を始めると,受
講者がつられてしまいアコンパが止まりそうにな
った｡そのため,その後はほとんどソロが挿入し
なかった｡改善策としてとして,ソロを入れる際
に,基本的にはアクセントの位置を変えず,アコ
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ンパのリズムに近いものから徐々に取り入れてい
く方法が考えられる｡なお,ソロの例は楽譜3･
楽譜4の通りである｡
楽譜31●･00卜○×01
楽譜41●･00l･○××LH00卜Oxxl
このワークショップによって,以下の3点がキー
ポイントになることが判明した｡
①幼児を対象にした学習機会の必要性
フェスティバル ｢拍｣では,ワークショップの
前に,ホールで演奏を行った｡その中で,ワーク
ショップで学習する ｢kuku｣を,ブレイクやソロ
を含む原曲の流れで演奏した｡
この演奏会では,幼児の反応が非常によく,棉
りながら演奏を聞いていた｡その子どもたちはワ
ークショップの対象年齢外である｡そのため,絵
本の読み聞かせ以降は,協力者に支援してもらい
ながら,ジェンべを叩く (触る)活動を行うよう
計画していた｡演奏に直接参加していたわけでは
ないが.二回とも参加している子どももいた｡協
力者の話によると,｢パターンは正確ではなかった
し,音色も良いとはいえず,音量も小さかった｡
しかし,最後まで粘り強く,また大変楽しそうに
演奏に参加していた｣そうである｡ワークショッ
プでは,直接このような子どもに関われなかった
ことが非常に残念である｡そして,見よう見まね
で楽しそうに演奏する幼児を通して,この年代の
子どもを対象にした学習機会の必要性を感じた｡
楽器は子ども用のサイズもあるため,幼児を対象
とした実践も可能だと考える｡
②協力者の重要性
ワークショップを指導者だけで進めることは非
常に困難である｡それは,ワークショップの持つ
即興性や受講者の自主性の尊重,また,ワークシ
ョップは常に開かれた状態であることが望ましい
という,私の考えによるOこのようなワークショ
ップの性質や状況から,①誰でも見学できる環境
②自由に参加･退出できる環境(一定の制限は設け
る)③対象年齢外の子どもの支援④受講者の保護
者の対応⑤その他のトラブルなどが想定される｡
これらの事態に協力者が対応することで,指導者
は目の前の受講者に集中することができ,受講者
の集中力が高まると考える｡
③ワークショップごとの受講者の習得スピードの達
しヽ
例えば,事前ワークショップの受講者はアコン
パの習得が早く,また,非常に正確だった｡しか
し,声を出すことに抵抗があったのか,歌の習得
が遅かった｡このワークショップの受講者は,ア
コンパは正確ではなかったが,交互唱の学習では,
たった一度の題材提示で,すぐに歌えるようにな
った｡もちろん全員ではないが,ワークショップ
に参加するグループによって性格があると思われ
る｡そのため,学習の際は,様々な進度に合わせ
た指導方法のバリエーションが必要である｡また,
個々人でも能力や経験の違いはある｡ワークショ
ップでは,様々な能力や経験を持っ人が集まり,
一度として同じレベルの受講者が集まることは無
い｡受講者一人一人に合わせた,細やかな支援が
必要である｡
その他,ソロやテンポアップを演奏で取り入れる
際の,技術的な留意点については,第2節の実践の
記録と考察で述べた｡
Ⅴ.おわりに
本研究では,西アフリカの民族音楽の教育的意義
に関して,先行研究とともに自らの体験を通して検
討してきた｡また,アメリカの教科書の事例研究,
日本でのワークショップ等の参加･記録･内容分析を
通して,その動向と問題点を把握した｡
アフリカの音楽は,日本でポピュラーである｡し
かし,子どもを対象とした実践は数少なく,課題が
多い｡アフリカ音楽に関する民族音楽学のこれまで
の成果が,子どもを対象とした教育の研究に有効に
もたらされるにはどうすればよいのか｡民族音楽学
者と音楽教育者,ならびにアフリカのジェンべプレ
ーヤーとの共同研究が望まれる｡
また,全国で行われている熟練者やアフリカ人プ
レー ヤーによる学習機会において,その内容からは,
子どもの学習には活きていないように見受けられた｡
この現状では,特定の人だけの音楽として今以上の
広がりを見せないと考え,年齢や能力に応じた内容
の提供が必要だと感じた｡
本稿では,これらの問題点と示唆をもとに,西ア
フリカの音楽学習を有意義なものにするために,普
楽を異文化理解の視点で学ぶことのできる,子ども
を対象とした学習プログラム開発を行った｡実践で
は,西アフリカの音楽とそれを取り巻く環境につい
て理解を深めることを目的の1つとした｡これまで
の民族音楽学で明らかにされてきた ｢ジェンべはメ
ロディーを奏でる太鼓であること｣の認識が技術の
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習得に必要不可欠だと考えたからである｡
この実践を通して,おそらく今まで知らなかった
であろう西アフリカ音楽の演奏や楽器に興味を持っ
た子ども,連続的な学習によって明らかに技術の上
達している子ども,中学生前後の受講者の演奏して
いる間,ずっと太鼓の側から離れることなく粘り強
く参加している幼児の様子が見受けられた｡さらに,
これらの受講者のうち何人かは,打面に耳を傾け,
自分の出す音を注意深く聞いていた｡初めての活動
で ｢音分け｣をすることは難しいが,技術の習得に
おいて,音の違いを意識して学習することは非常に
大切な過程である｡このような様子は,異文化学習
の視点から学習することの必要性について,その命
題を裏付けるものとなったと考える｡
私は,子どもたちが継続的な学習によって,ジェ
ンべを ｢メロディーを奏でる楽器｣として認識し,
技術習得とともに,創作活動などの幅広い学習活動
を展開できると考えている｡また,幼児を対象とし
た学習プログラムの必要性についても感じている｡
ワークショップ前に行ったライブでは,とりわけ幼
児の反応が良く,踊りながら演奏を聞いている様子
が見受けられた｡ワークショップでは,直接関われ
なかったが,見よう見まねで楽しそうに演奏する幼
児を通して,幼児を対象にした学習機会の必要性に
ついて考えた｡
今後も,さらに体験的に西アフリカの民族音楽に
ついて学習を重ね,上述した視点から,新たに学習
プログラムの探求をしていきたい｡
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なっている｡ ドゥンドゥンは低音である｡
9構造は上に同じ｡ケンケニは中音である｡
10構造は上に同じ｡サンバンは高音であるo
llgroove:音楽の乗りのこと｡調子やリズムにうま
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Abstract:
In this paper, I examined teaching/learning practices of western-African folk drum, "Djembe"
from a view-point of "different culture learning" and propose a teaching strategies. In the first
chapter, previous practical researches are reviewed and meanings of learning Afriacan music are
mentioned. In the second chapter, a teaching material in a music textbook, "Music Connection"
published in US is examined practically, several workshops in Japan are analyzed and then,
teaching strategies are extracted. In the third chapter, a djembe workshop is tried and propose
teaching strategies.
Keywords: Djembe, teaching strategy, "kuku", African feeling, understanding different cultures
- 78 -
